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＜連絡事項＞
・1/4（水）新年互礼会が開催されます。時間は17：30～19：00まで、場所は「ここりの郷」で行います。当日の勤務スタッフは、新年の挨拶をしてから帰宅するようにしていきましょう。
＜患者様連絡事項＞
・巴　勇樹様～本日、不眠時の予測指示薬を7日分処方となっています。夜間、早朝に覚
　　　　　　　醒し、迷惑行為続いている為、頓服薬使用にて再入床を促ししていきまし

　　　　　　　ょう。他者トラブルも見られている事から、病棟移動も検討していきます。

・栃木　春子様～本日、不眠時の予測指示薬を５日分処方となっています。
　　　　　　　　先日、外泊より戻られた際に夫様から脳梗塞の件はどうなっているのか
　　　　　　　　知りたいと話していた為、夫様面会に来院された際に、はらだクリニックの結果は、何ともなかった事を伝えて下さい。
・堰合　健様～1/4（水）11：00から外泊行く予定としていたが、出棟時間を10：00へ
　　　　　　　変更となり、1/6（金）20：00までとなっています。
＜要注目患者様ケース検討＞

・大久保　光男様～歩行不安定にて、レストラン移動の際も眼をこすりながら歩いています。喫煙室に向かう際もスリッパが脱げている事にも気づかずに行こうとされています。喫煙にスタッフが付き添う事について→見守りは必要だが、歩行状態をみながら柔軟な対応をして下さい。また、スリッパが脱げやすく危険な為、底があまりデコボコしていないバレエシューズみたいなスニーカーを購入する事も検討していきましょう。

・内田　都影様～昨日の準夜帯、自室のベッドの向きを変えています。理由については「チェストがこの方が開きやすいんだよ。」と返答。他者の転倒のリスクになる事、スタッフが必要に応じて移動させる事を伝えています。易怒性はなく、元に戻している。執拗さは見られているが、他者トラブルなく過ごされています。
・山田　睦子様～臨時薬の内容を変更してから、手指振戦が気になるとの事。様子をみて

　　　　　　　　主治医へ情報提供し薬剤調整を検討していきましょう。
＜退院支援状況＞
・沢田　秋子様～皮膚科診察にて皮膚乾燥軽度あり、ヘパリン類似物質油性クリームと

　　　　　　　　臨時薬が処方になってから、表情穏やかになっている。臥床傾向な為、
　　　　　　　　今後に向けて、離床を促していきましょう。
・栃木　春子様～薬剤調整中。排泄を気にする発言聞かれていますので、歩行運動を進め
　　　　　　　　離床を促していきましょう。今後は、施設入所を検討していきます。

・関川　彰様、川崎　広幸様、大久保　友美様
　⇒それぞれ、プログラム終了後に退院予定。
